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（様式第４号） 第８回丸子地域協議会 会議概要

１ 審議会名 丸子地域協議会

２ 日 時 平成 26年 11 月 27 日(木) 午後 1時 30分から午後 2時 45分頃まで

３ 会 場 丸子地域自治センター ４階 講堂

４ 出 席 者 斎藤重一郎会長、丸山かず子副会長、池田佐代子委員、今井利樹委員、

内田弘子委員、小澤厚委員、久保田和英委員、後藤有希委員、清水三枝委員、

下村晴一委員、関本吉人委員、竹花光彦委員、塚越洋子委員、宮下正明委員、

山岸嘉幸委員、吉池美智恵委員、吉田晹一委員

【欠席委員 3名】

５ 市側出席者 片山丸子地域自治センター長、芹澤丸子地域自治センター次長兼地域振興課長、

北沢丸子地域教育事務所長兼地域政策課政策幹、清水市民生活課長、

高野健康福祉課長、芦田建設課長、丸山産業観光課長、滝沢上下水道課長、

矢島丸子学校給食センター所長

(事務局)翠川地域政策担当係長、清水統括主査、中山主査

６ 公開・非公開等の別 公開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍聴者 1人 記者 2人

８ 会議概要作成年月日 平成 26年 12 月 2日

協 議 事 項 等

１ 開 会（芹澤センター次長）

・（事務連絡）丸子地域の都市マスタープランの丸子地域住民説明会の日程のお知らせ。

12月 21日（日）午後 1時 30分～ 丸子文化会館

2  会長あいさつ

3 協議事項
（１）平成 27年度当初予算に係る持ち寄り基金充当予定事業について

①旧式消防車による地域活性化事業：オート三輪消防車とボンネット消防車を活用し丸子地域を

PR、地域の活性化を進める事業。事業費 586千円。持ち寄り基金充当額 586千円。
②旧海戸団地敷地分譲事業。事業費 43,800千円。持ち寄り基金充当額 4,050千円。
③依田川リバーフロント市民協働事業。事業費（整地、張芝、植栽、ウォーキングロード整備等）

48,723千円。充当額 48,723千円。
④観光宣伝事業：鹿教湯温泉ふれあいノルディックウォークフェスタに係る経費。事業費 500千円。
充当額 500千円。
⑤観光宣伝事業：新たな丸子温泉郷国民保養温泉地計画策定に係る経費。事業費 321千円。持ち寄
り基金充当額 321千円。
⑥公民館改修事業。無垢の家冷暖房改修工事と丸子公民館玄関屋根修繕。事業費 1,785千円。持ち
寄り基金充当額 892千円。
⑦信州国際音楽村施設改修事業：委託分。事業費 1,632千円。充当額 816千円。
⑧信州国際音楽村施設改修事業：工事分。事業費 43,708千円。充当額 21,854千円。
・以降、協議

（委員）部落にある公民館の工事や建替えに、持ち寄り基金を活用できないか。

（行政）他自治会からも同様の問合せあり。一般質問もされており本庁で検討中。平成 18、19 年度
の 2年間は持ち寄り基金で対応した経緯あり。それ以後は行っていない。

（委員）災害・防災用品（例示：銀紙の保温マットなど）の充実に持ち寄り基金を使ってほしい。

（行政）各地区に防災備蓄庫があり、その中に配備されている。自治会で防災備蓄用品の購入に補助

金もある。備蓄庫の概要が必要の場合はお出しします。

（委員）持ち寄り基金は、毎年積立等をして増えているのかどうか。

（行政）今、積立は行っていない。基金が増えるということはない。

（委員）旧カネボウ消防自動車に 800万円以上をかけ修繕した。飯沼自治会にある「郷倉（ごうくら）」
は歴史的価値が高い。損傷の激しい「郷倉」の修繕に持ち寄り基金をお願いしたい。

（行政）「郷倉」の所有は飯沼自治会。市の予算での改修工事は難しい。市の財産が対象。
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（２）市民活動団体交流会（2月 22日）に係る実行委員会の設立について
・自薦、他薦なし。会長。副会長の指名により実行委員会担当委員を選出。

清水委員、山岸委員、後藤委員、小澤委員、斎藤会長、丸山副会長の 6名で実行委員会を構成。

4  報告事項
（１）不燃ごみ３分別モデル事業の廃止と今後の事務日程等について

・前回の協議会にて、不燃ごみ 3 分別モデル事業の廃止について、自治センターの廃止の考え方が

承認された。市の廃棄物対策課が財政部局と協議の上、不燃ごみ 3分別モデル事業の廃止と 27年 4

月からの一括排出方式への処理に変更する。今後は 4月に向けて、説明会や広報等に努めていく。

（２）来年度以降の申告相談会場統合に係る事務日程等について

・現在 7 会場の申告会場を、平成 27 年度はコミュニティセンター榎実の家は丸子地域自治センタ
ーへ統合、南方公民館はコミュニティセンター塩川に統合して 5 会場とする。平成 28 年度には、
コニュニティセンター熊の森とコミュニティセンター塩川を長瀬市民センターへ統合し、3 会場と
する。

（３）移動市長室（12月 9日）の実施内容について
・実施内容：10:00～センター長マンツーマンミーティング（懇談）。10:30-11:15子育てママさんス
マイルミーティング（中丸子子育て支援センター）。11:15-12:00四輪ボンネットトラック消防車復
活作業視察（旧カネボウ食堂棟）。12:00-12:30食に関する市民団体との親睦ランチ（内村っ娘の会
との懇談）。13:00-13:30「直接お聞きします！お気軽ミーティング①」内村活性化推進委員会。
13:30-14:20「直接お聞きします！お気軽ミーティング②」鹿教湯 100年ブランド創造プロジェクト。
14:20-14:50「直接お聞きします！お気軽ミーティング③」依田川リバーフロント市民協働事業実行
委員会。14:50-15:10「直接お聞きします！お気軽ミーティング④」パートナーシップ事業。フラン
スからの交換留学生との懇談。15:30-16:30 は職員とカフェ＆トーク、また連携ワーキング会議の
職員と懇談。

・以降、協議

（委員）旧カネボウ食堂棟の話の中で、「蚕糸に係る資料等の展示場としての活用」と記されています

が、今までそういった話は一切なかったが。経過と状況の説明を。

（行政）協議会には後日、一つの案としてお話したいと思っている。今回、急に移動市長室というこ

とで、その中の一つの方向として市長にも話をしていきたいというもの。

（委員）以前に、旧カネボウ食堂棟の活用について、解体か存続か等々、色々あった。今は存続の方

向か。

（行政）丸子町時代の産業遺産として残そうということで大掛かりな改修の経緯がある。廃止して無

くすのではなく、何とか活かそうというのが根底にある。

（委員）人材育成、意識改革という文言が見られるが、個人情報の管理は自治センターではどのよう

になっているか。

（行政）税情報や住民情報については、限られたパソコンで、限られた人が持っているＩＤで見られ

るという状態になっている。勝手に閲覧はできない。

（４）栃木市岩舟町地域協議会からの視察に係る対応内容等について

・視察の受け入れについて、本日 11時から、斉藤会長、丸山副会長、芹澤次長、翠川係長で応対。
・岩舟町から、10名の地域協議会委員、区長 1名、事務局 3名の計 14名の来訪。

（５）分科会及び研究会での検討状況について

（ア）公共交通に関する分科会

・循環バスの乗降調査集計とラッピングデザインの修正の件

（イ）丸子地域の子育て支援に関する分科会

・東御市の地域カレンダー（生涯学習カレンダー）のようなカレンダー作成を検討していただける

と有難い。検診日とかごみの出す日などをきちんと確認できてすばらしい。

・小さな子どもが安心して遊べる水辺環境を。依田川リバーフロントの計画の方向として、公園の

一部に水を引き込んだようなささやかな水辺公園ができたらいい。

（ウ）新しい観光に関する分科会 ※分科会の開催なし・報告事項なし

5 その他

（１）ふれあい・人権の集い 2014(12月 9日)の開催について
・12月 9日（火）午後 18時 15分～ 丸子文化会館にて
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（２）次回以降の会議日程について

第 9回協議会 12 月 19 日（金） 第 10 回協議会 1月 27日（火）

午後 1時 30分 丸子地域自治センター４階講堂

（３）その他

・（健康福祉課から）長瀬市民センターの耐震工事及び風除設備工事について、12 月 1 日から 2 月

一杯の予定。丸子有線放送で地域にお知らせ予定。

・（建設課から）除雪体制について。除雪については 32 路線。凍結防止剤散布については 21 路線。

委託期間は 12 月 1 日から 3月 31 日。

7 閉会 （14:45終了）

＊ 地域経営会議設立検討会：15:00～16:25 第 2会議室

＊ 公共交通に関する分科会：16:25～16:45 第 2会議室


